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第３・第４章では、 近年公開の進んだ学校史料と柏木俊一 ・渡鏡子・長與恵美子ら作曲部初期卒業生の個人史料（作品、 
著作、日記等）を用いて、創設期の作曲教育の試験課題や方法、作曲部の教員・学生によるコンサート作品、校歌、教材を
含む多様な「歌曲」創作の状況を明らかにし、補論で作曲部初期卒業生の戦前から戦後にかけての多様な活動を俯瞰して、 
1930 年代は東京音楽学校が戦後に本格化する試行や模索を続けた枢要な時期であり、 多くの可能性を胚胎した転換点であ
ったと結論づけた。 
本論文の成果は、①克明な史料調査に基づいて、1930 年代の東京音楽学校が活発な演奏・創作・研究活動の場として機
能していたことを内部者の視点から明るみに出したこと、②多様な歌曲の創作・演奏を東京音楽学校の「国楽」理念と関係
づけて論じ、実験的試みに溢れた中等教育用の『歌曲』（1937 年刊）をその一つの到達点と評価したこと、③上記諸点に関
連して、日本語の歌唱と日本語にふさわしい作曲、日本的な音楽語法の開発といった事項が、1930 年代の東京音楽学校に
おいて切実な課題として追究されていたことを指摘し、その究明の必要性を浮かび上がらせたこと、の三点に集約される。 
このような独創的な内容をもつにもかかわらず、論文の前半２章が冗長で後半での独自な論述の有効な準備となり得ず、
貴重な史料から得られた多くの事象や新知見が並列的に提示された点は、本論文の弱点と言わざるを得ない。これらは、学
校史研究から出発した申請者がより広い研究関心への接続に心を砕いて設定した副題の「近代日本音楽史観の再構築」が大
きすぎたために、論点を掘り下げ効果的に組み立てる戦略を立てあぐねたことが主因であろう。 
しかし、 申請者が学部時代からたゆまず継続してきた学校史料や手稿史料の調査に基づいて、1930 年代の東京音楽学校
の従来余り知られなかった側面に新たな光をあてたことは十分評価できる。本論文を通して見出した論述上の課題は、申請
者が今後研究を継続する中で解決を図ってゆくべきものと考える。以上のことから、学位論文にふさわしい成果を挙げたも
のと認め、合格とする。 
